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Ⅵ 研究の成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 
 

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

本研究は、国語科の「読むこと」の指導において、「自分の考えを表現する」ことに重点

を置き課題解決的な活動を位置付けることで思考力・判断力・表現力等を高め、身に付けた

力を実生活に生かすことができる児童の育成を目指すものである。 

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」（中央教育審議会文部科学

大臣諮問 平成26年11月）では、「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び」（い

わゆる「アクティブ・ラーニング」）や、そのための指導の方法等を充実させていく必要が

あると述べられている。そこで、本研究は「アクティブ・ラーニング」を「ある事柄を知っ

ているのみならず、実社会や実生活の中で知識・技能を活用しながら、自ら課題を発見し、

主体的・協働的に探究し、成果等を表現していけるよう学びの質や深まりを重視した学習の

こと」と捉え、国語科における具体的な取組として、「読むこと」の指導における課題解決

的な活動を位置付けた授業づくりに焦点を当てて研究を進めることとした。 

「平成26年度 児童・生徒の学力向上を図るための調査」（東京都教育委員会）の読み解

く力の調査の結果では、「必要な情報を正確に取り出す力」の正答率は86.1％に対し、「比

較・関連付けて読み取る力」の正答率は31.3％、「意図や背景、理由を理解・解釈・推論し

て解決する力」の正答率は41.5％であった。読み解く力の調査は、課題解決の過程において

児童がどの段階でどのような学習のつまずきがあるのかを見るものであり、「比較・関連付

けて読み取る力」や「意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決する力」の段階の指導

に課題が見られることが分かった。また、「平成26年度 全国学力・学習状況調査」（文部

科学省）の小学校国語の東京都の結果では、国語Ｂ「読むこと」の「二つの詩を比べて読み、

自分の考えを書くことができるかどうか」を問う問題の正答率は48.3％となっており、内容

や表現の仕方等に着目した上で条件に合わせて自分の考えを書くことに課題があることが分

かった。 

これらの結果は、本部会の教員が日頃の指導の中で感じている児童の課題とも一致してい

る。文章を読んで内容を理解することはできるが、読んだことを基に自分の考えを的確に表

現することができず、本文の引用を多用して感想や意見としてしまうといった児童の姿であ

る。本研究は、まさにこうした児童に、しっかりと文章を解釈し、自分の考えを表現できる

力を身に付けさせていくことを目的としたものである。 

さらに、研究を進めるに当たっては文学的な文章を取り上げることとした。「平成24年度

小学校学習指導要領実施状況調査」（国立教育政策研究所）の教科別分析と改善点の質問紙

調査では、好きな物語やシリーズの本がある児童ほど、「読むこと」の通過率が高い傾向が

あることが示されている。 

このような理由から、文学的な文章を読むことにおいて、課題解決的な活動を取り入れ、

文章を解釈したことを基に自分の考えを表現する段階の指導を工夫することに焦点を絞り、

研究を進めることにした。 

研究主題 

文章を解釈し、自分の考えを表現する指導法の工夫 
～文学的な文章を読むことを通して～ 
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Ⅱ 研究の視点 

 本研究は以下の視点をもって取り組む。 

【視点１】課題解決的な活動の工夫 

（１）課題解決的な活動の設定 

本研究では、課題を設定する際、教材文の中で児童の心に響いたところを基にして課題を

設定し、その課題を解決するという目的を明確にすることで、児童が意欲的に取り組めるよ

うにした。また、解決するにふさわしい課題であるかどうかを十分に吟味することを大切に

した。さらに、児童が課題の解決のためにどのような活動を積み重ねていけばよいのかを考

える過程で、学習のまとめ方を具体的にイメージできるよう、教師がモデルを提示すること

とした。検証授業では、低学年は「心に残ったお話の紹介カード」、中学年は「お話タワー」、

高学年は「生き方ブック」を提示し、児童の発想を生かしながら活動できるものとした。 

（２）指導過程の工夫 

本研究では、各教科等での言語活動を支える能力につながる国語科における基礎的・基本

的な知識・技能を習得するための言語活動と、習得した知識・技能を活用して課題を解決す

ることで思考力・判断力・表現力等の育成につながる言語活動とに分けて考えた。 

また、文学的な文章を読むことの指導に課題解決的な学習過程を取り入れ、課題の解決の

段階で「読む」、「話し合う」、「書いてまとめる」などの言語活動を工夫することで、児童の

「目的に応じて文章を解釈し、自分の考えを表現する力」を高めたいと考えた。 

そこで、教材文で身に付けた力を活用して、自分の選んだ本を読むという学習過程にする

ことで、身に付けさせたい力を定着させるとともに、思考力・判断力・表現力等の育成を図

る。そのために、第二次では、教材文の学習と児童が自分で選んだ本を交互に読むことがで

きるよう工夫し、習得した力を活用するという指導過程を計画した。 

《指導過程の工夫の例》 

第一次 
【導入】 
・教材文を生かした課題設
定 

・関連図書紹介 
・読書・学習経験の想起 
・教師の自作モデル紹介 
・紹介する本の決定 
 
 
 
 
★教材文以外に自分で選ん 
だ本を読む。 

第二次 
【習得】 

第三次 

【活用】 
・選んだ本につ
いてのリー
フレット等
を作成・活用
して互いに
推薦し合う。

【活用】   

 

【視点２】文章を解釈し、自分の考えを表現する指導の工夫 

『小学校学習指導要領解説国語編』には、文章の解釈とは、「今までの読書経験や体験等

を踏まえ、内容や表現を、想像、分析、比較、対照、推論などによって相互に関連付けて読

んでいく。」と記されている。 

 

・教材文（A教材）から心に響くところ、優れた描写、
疑問点やもっと知りたいことを見付けて読む。 

・教材文の読みを、自分が選んで読んでいる本（B教
材）の読みに生かす。

基礎的・基本的な知識・技能

思考力・判断力・表現力

− 2 −



3 
 

本研究では、「文章を解釈する」ことを、文章の内容を的確に理解し、書き手の意図を推論

し、他の資料や自己の体験等を相互に関連付けて読んでいくことと捉えた。また、児童が「自 
分の考えを表現する」ことができるようにするためには、文章を的確に解釈させる必要があ

ると考え、研究を進めた。 
（１）文章を解釈するための学習活動の工夫 

文章を解釈するためには、目的に応じて何を読み取る必要があるのかを児童に明確に意識

させる必要がある。指導においては、各学年の系統性を意識して、必要に応じて詳しく読み

取る指導を行う。 
《文学的な文章の解釈に関する指導事項》 

作品全体を見通して文章の内容や構造を理解したり、特徴を把握したりすることができる

よう、教材文の全文を掲示した。そして、叙述に付箋やサイドラインを引くことで、自分の

考えの根拠を明確にし、文章を的確に解釈できるようにした。また、全文の掲示をすること

により、学級全体で学習したことを共有できるようにした。 

（２）自分の考えを表現する学習活動の工夫 

自分の考えをいつでも確認できるように、文章を解釈したことや自分の考えをリーフレッ

トなどに整理してまとめるようにした。また、整理したことについて、他者と交流すること

で、自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにした。 
《文章を解釈し、自分の考えを表現するための工夫》 

 

【視点３】評価の工夫 

（１）具体的な評価規準の設定 

児童に身に付けさせたい文章を解釈する力の評価規準を明確に設定し、評価を行う。さら

に、解釈したことを基に表現する力を具体化した評価規準を設ける。 

低学年 場面の様子について、登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。 

中学年 
場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などに

ついて、叙述を基に想像して読むこと。 

高学年 
登場人物の相互関係や心情、場面についての描写を捉え、優れた叙述について自

分の考えをまとめること。  

 文章を解釈するための工夫 自分の考えを表現するための工夫 

共通項目 
・全文を通した読み（全文の掲示）

・課題解決的な活動の設定 

・解釈したことを基にして自分の考えを表現する学

習活動の設定 

・交流（話型・表現語彙の提示） 

低学年 
・児童の感想による課題設定 

・毎時間の音読 

・心に残ったお話をまとめた「しょうかいカード」

を作成して交流を行った。 

・自分の表現の参考にするための「いただきます交

流」を行った。 

中学年 
・中心人物の心情変化の読み取り 

・教材文の全文を写したシート 

・登場人物の心情の変化をまとめた「お話タワー」

を作成して交流を行った。 

高学年 

・学習内容を 1 枚にまとめたワーク

シート 

・自分と他者の考えを確かめるため

の交流 

・解釈したことを基に自分の考えをまとめた「文集」

を書いて交流を行った。 

・自分の考えを豊かに表現させるための「表現語彙」

を示した。 
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《文章を解釈して読むことと自分の考えを表現することについて》 

（２）指導と評価の一体化 

  発達段階に応じて、第三次の学習（習得したことを活用する段階）を第二次に取り入れ、

教材文（Ａ教材）を読む学習と他の資料（Ｂ教材）を読む学習を繰り返し位置付け、より細

かく評価を行う。繰り返し評価を行う中で、課題の見られる児童にはつまずきに応じた支援

を行い、身に付けさせたい力を確実に定着させる。 
 座席表型評価簿に、文章を解釈して表現する力を具体化した評価規準を記し、前時の評価

を基に本時の支援計画を立てることで指導と評価の一体化を図った。 
 

Ⅲ 研究の仮説 

文章を解釈したり自分の考えを表現したりする力の系統性を明確にし、課題解決的な活動

を充実させれば、解釈したことを基に自分の考えを表現する力が育つであろう。 

 

Ⅳ 研究の方法 

１ 基礎研究 

「平成 26 年度 児童・生徒の学力向上を図るための調査」や「平成 26 年度 全国学力・

学習状況調査」、「平成 24 年度 小学校学習指導要領実施状況調査」等の結果を参考にして、

東京都の児童の文章を解釈する力や自分の考えを表現する力等を分析する。 

２ 調査研究 

  教員に対して、「文章を解釈し、自分の考えを表現する指導」についての意識調査を行い、

その分析から「文章を解釈し、自分の考えを表現する指導に関する意識、現状、課題」につ

いての実態を把握する。 

３ 授業検討・検証授業 

教育研究員の月例会や、低・中・高学年分科会において、研究主題に迫るための授業を展

開して仮説を検証する。 

 

 

 

 解釈して読むこと 表現すること 

低学年 

・登場人物の行動、時間や事柄の順序を

理解する。 
・想像を広げながら読む。 

文章の内容と自分の経験（読書経験、生活経

験など）とを結び付けて、自分の思いや考えを

まとめて表現する。 

中学年 

・場面の移り変わりに注意しながら、登

場人物の性格や気持ちの変化、情景な

どについて、叙述を基に想像して読む。

一人一人の感じ方について違いがあること

（共通点・相違点）に気付き、文章を読んで考

えたことを表現する。 

高学年 

・登場人物の相互関係や心情や場面の様

子を捉える。 
・象徴性や暗示性を読む。 

・メッセージや題材を強く意識させる表

現に気付く。 

本や文章を読んで考えたことを発表し合い、

自分の考えを広げたり深めたりする。 
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Ⅴ 研究の内容 

１ 研究構想図  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【研究の視点】 
 
 
 
 
 

２ 教員の意識調査  

文学的な文章の指導における「文章を解釈し、自分の考えを表現する指導方法」の改善に

資するために、実際にその指導がどのように行われているのかを調査した。 
[平成 27 年度教育研究員(小学校国語)の所属校 15 校の教員 209 人に実施：実施期間 平成 27 年 11 月] 

（１）文学的な文章を読む指導の実際 

質問①－(1) 文学的な文章を読むことの指導でどのようなことを特に意識しているか。 

設問                      (複数選択可) 選択者数 選択した割合 

初発の感想を生かして課題と計画を立てる。 112 人 53.6％ 

場面ごとに、叙述を基に登場人物の心情を読む。 147 人 70.3％ 

場面ごとに区切らず、叙述を基に登場人物の心情を読む。 

（文章全体を課題解決の過程で読む。） 
60 人 28.7％ 

その他（「読んだことを基に登場人物に手紙を書く」等） 14 人 6.7％ 

質問①－(2) 文学的な文章を読むことの指導の際、難しいと感じることや特に留意している

ことがあれば記入してください。 

【目指す児童像】 
－低学年－ 

 登場人物の行動を中心に想像を

広げながら読み、自分の経験と結

び付けて、自分の思いや考えを表

現することができる児童 

－中学年－ 

 登場人物の性格・気持ちの変化

などを、叙述を基に読み、自分の

思いや考えを、交流した他者の感

じ方を生かして表現できる児童 

－高学年－ 

 文章を的確に解釈し、読み取っ

たことを基に、自分の考えを表現

することで考えを広げたり深めた

りすることができる児童 

【研究主題】   文章を解釈し、自分の考えを表現する指導法の工夫 
  ～文学的な文章を読むことを通して～ 

【研究の仮説】 
文章を解釈したり自分の考えを表現したりする力の系統性を明確にし、課題解決的な活動

を充実させれば、解釈したことを基に自分の考えを表現する力が育つであろう。 

視点１ 
課題解決的な活動の工夫 
(1)課題解決的な活動の設定 
(2)指導過程の工夫 

視点２ 
文章を解釈し、自分の考えを表現する
指導の工夫 
(1)文章を解釈する学習活動の工夫 
(2)自分の考えを表現する学習活動の

工夫 

視点３ 
評価の工夫 
(1)具体的な評価規準の設定 
(2)指導と評価の一体化 

【「平成26年度全国学力・学習状
況調査」（文部科学省）から】 
・国語Ａ「読むこと」 
 正答率 68.7％ 
・国語Ｂ「読むこと」 
 正答率 57.5％ 
・特に、分かったことや疑問に
思ったことを整理し、それら
を関係付けながらまとめる
ことに課題が見られる。 

【「平成26年度児童・生徒の学力向上を図るための
調査」（東京都教育委員会）から】 
「読み解く力に関する調査」の正答率 
・必要な情報を正確に取り出す力 86.1％ 
・比較・関連付けて読み取る力 31.3％ 
・意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決
する力 41.5％ 

 
「比較・関連付けて読み取る力」「意図や背景、理
由を理解・解釈・推論して解決する力」が十分身
に付いていない。 

【平成24年度小学校学習指導要領実施状

況調査（国立教育政策研究所）から】 
・「登場人物についての描写や心情、人

物相互の関係を捉えること」について

は、日常の一場面を切り取って描くな

ど、展開の起伏の少ない物語等におい

て、登場人物相互の関係を物語全体の

展開から捉えて読むこと等に依然と

して課題がある。 
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文学的な文章を読むことの指導で、場面ごとに叙述を基に登場人物の心情を読むことを

意識している教員の割合が 70.3％に対し、場面ごとに区切らず、課題解決の過程で読むこ

とを意識している教員の割合は 28.7％であった。また質問①－(2)から、文学的な文章を

読むことの指導において、課題解決的な学習過程を設定することに難しさを感じている状

況が見られた。 

（２）文学的な文章を読み、自分の考えを表現する指導の実際 

質問② 文学的な文章を読み、自分の考えを表現する指導をどのように取り組んでいますか。 

設問                         (複数選択可) 選択者数 選択した割合

場面ごとに感想を書いて、それを基に自分の感想や考えを表現させる。 44 人 21.1% 

大事な言葉や文などを書き抜いて、それを基に自分の感想や考えを表現させる。 98 人 46.9% 

作中の出来事と自分の経験とを比べて思ったことや考えたことを基に自分の感想

や考えを表現させる。 
84 人 40.2% 

他の作品も読んで、比べて気付いたことや分かったことを基に自分の感想や考え

を表現させる。  
33 人 15.8% 

登場人物の言動（考え方や生き方も含む）を基に自分の感想や考えを表現させる。 139 人 66.5% 

作品の好きなところ、おもしろいところ、心に残ったところ（作者の意図や、伝

えようとしていることが込められているところ）などに着目して、それを基に自

分の感想や考えを表現させる。 

137 人 65.6% 

その他 6 人 2.9% 

質問③ 文学的な文章を読み、自分の考えを表現する指導の際、難しいと感じることや特に

留意していることがあれば記入してください。 
 

 

 

主に教科書教材を使って文学的な文章を解釈することや自分の考えの形成に関するこ

とを指導していることが分かる。しかし、そこで習得したことを使って、他の作品に触れ

させて活用するといった指導が少ないという状況が見られた。 

（３）文学的な文章を読むことの評価の実際 
 質問④ 文学的な文章を読むことの評価をどのようにしていることが多いですか。（複数選択可） 

設問                        (複数選択可) 選択者数 選択した割合

領域・観点別に作成されたテストで評価を行っている（業者テストも含む）。 162 人 77.6% 

具体的な評価規準を設定して、ノートやワークシートに記入されていることを

基に評価を行っている。 
159 人 76.1% 

 

めあてに沿った振り返りを記入させて、それを基に評価を行っている。 52 人 24.9% 

座席表型評価簿を使って、評価を行っている。 21 人 10.1% 

その他 5 人 2.4% 

評価は、テストやノート、ワークシート、に記入された内容を基に行っている教員の割

合が、それぞれ 77.6％、76.1％と高い。振り返りや座席表型評価簿による評価の方法につ

いては、それぞれ 24.9％、10.1％と活用頻度が低いことが伺える。このことから、評価の

ための準備よりも板書計画やワークシートの作成といった、指導のための準備に時間を費

やすことの方が多いことがうかがえる。 

・個人差が大きく、書くことが苦手な児童への指導は難しい。 
・自分の考えを書くことが苦手で、書けたとしても「おもしろかった」「楽しい文章だった」といった

乏しい表現にとどまる。                    （一部抜粋） 

【難しさ】 
・登場人物の気持ちを考えることが中心になってしまう。 
・初発の感想や疑問を基に学習課題を設定することが難しい。 
【留意点】 
・文章を根拠に、登場人物の心情を考えさせるようにしている。       （一部抜粋）
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低学年分科会（第２学年）の検証授業 

１ 単元名  心にのこったお話をしょうかいしよう 

       教材名 「スーホの白い馬」 おおつか ゆうぞう （第２学年） 

 

２ 単元の目標 

○場面の様子について、登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むことができる。 

◎物語から心に残った言葉や文を書き抜き、自分の経験と結び付けて、思いや考えをまと

めることができる。 

 

３ 単元の評価規準  

国語への 

関心・意欲・態度 
読む能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

・想像を広げて読むこと

の楽しさに気付き、物

語を読もうとしている。 

・登場人物の行動を中心に、場面の様子

を想像しながら読んでいる。（ウ） 

・物語を読んで心に残った言葉や文を書

き抜いている。（エ） 

・文章の内容と自分の経験とを結び付け

て、自分の思いや考えをまとめ、発表

し合っている。（オ） 

・複合語の語感の違い

に気付いている。 

［イ（ウ）］ 

 

 

４ 教材の特性 

「スーホの白い馬」は長文だが、叙述を基に想像を広げて読んだり、自分の好きな場面を選

んだりすることができる教材である。また、人物同士の関係性の中で心情を理解しながら読む

ことができる教材でもある。このことから、中学年の「Ｃ読むこと」の指導事項ウ「場面の移

り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述を基に想

像して読むこと。」や高学年の指導事項エ「登場人物の相互関係や心情、場面についての描写を

とらえ、優れた叙述について自分の考えをまとめること。」の基礎となる力を身に付けさせるこ

とに適した教材であると考える。 

さらに、この物語はモンゴル民族に古くから伝わる話が基になっているので、児童がこれま

で出合ったことのない物語に触れるきっかけとなり、今後の日常的な読書につなげることがで

きる。 

 

５ 研究主題に迫るための手だて 

（１）課題解決的な活動の工夫 

 ア 課題解決的な活動の設定 

課題解決的な活動として、「Ｃ読むこと」の言語活動例「オ 読んだ本について、好きな

ところを紹介すること。」を具体化したお話を紹介する活動を位置付ける。「お話をしょう

かいしよう」では、「物語のあらすじ」「心に残った場面とその理由」「気に入った叙述」「登

場人物の人柄」についてまとめた「しょうかいカード」で交流する。これらの言語活動か
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ら、自分の経験と結び付けて読んだことを基に、自分の思いや考えをまとめる力が身に付

くと考える。 

【「お話しょうかいカード」の例（一部抜粋）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 指導過程の工夫 

第一次では、自分が選んだ本の読みにつなげるブックトークとして、いろいろな国の昔

話やその土地に伝わるお話を紹介し、児童に興味・関心をもたせる。また、教師が作成し

た「しょうかいカード」を提示し、学習の目的や見通しをもたせるようにする。なお、第

１時と第２時の間に、児童が本を読んで選ぶ時間を確保できるようにする。課題設定の工

夫として、教材文を読み、心に残った言葉や文について感想を書かせ、交流させることで、

単元を通して読む目的を明確にしておく。更に、物語のイメージを広げることができるよ

うに児童の感想や疑問が出ると予想される馬頭琴の音色、モンゴルの風景や生活の様子が

分かるような資料を必要に応じて提示する。 

第二次では、児童が主体的に読み進めることができるように、第一次の感想の交流で出

た「特に心に残った言葉や文」を取り上げて交流を行う。この交流では、自分自身で読み

取った内容をペアで交流することによって、考えを広げ、深めることができる。また、教

材文と自分が紹介したい本を交互に読み進めていくことで、教材文で学んだ読み方を、す

ぐに自分が選んだ本の読みに活用することができると考える。さらに、自分の経験と結び

付けて読んだことを基に、心に残った言葉や文とその理由、本や文章を読んで感じたこと

や思ったこと、考えたこと等を「しょうかいカード」にまとめる。その過程に自分の考え

を表現できるように交流する場を設ける。 

第三次では、同年代の友達に紹介する場を設定する。そして日常の読書につなげるため

に、すぐに本を手に取ることができる環境を作る。学習後には、教室に「しょうかいカー

ド」と本を展示して、更に日常の読書につなげていく。 

お話の場面を選んだ理由について、叙述

を基に表現している。場面についての自分

の考えを、経験と結び付けて表現している。

本文や挿絵から想像を広げながら読み取

ったことを吹き出しに表現している。 

− 8 −
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（２）文章を解釈し、自分の考えを表現する指導の工夫 

ア 文章を解釈する学習活動の工夫 

低学年の文学的な文章の解釈に関する指導事項は、「場面の様子について、登場人物の行

動を中心に想像を広げながら読むこと。」である。これを踏まえて以下の手だてを考えた。 

・ 物語の世界観を広げる  

楽器や音楽に触れさせたり、写真を提示したりすることで物語の世界観を身近に感じ、

想像力を広げることができるようにする。 

・ サイドラインと吹き出し 

解釈して読むために、自分の考えの根拠となる叙述にサイドラインを引かせたり、登場

人物の気持ちを想像して吹き出しに書かせたりする。  

・ 毎時間の音読 

低学年で有効な音読を取り入れる。音読には、自分が理解しているかどうかを確かめた

り深めたりする働きと、他の児童が理解するのを助ける働きとがある。本単元では、自分

の解釈のために音読する。毎時間音読をすることで、児童が文字を確かめ、内容が理解で

きるかや、どのように感じるかなどについて、自分の声を自分で聞きながら把握する。 

・ 全文の掲示と挿絵の活用 

お話の流れを押さえたり、友達の考えを知ったりすることができるように全文を掲示す

る。また、時間や事柄の順序を捉えるために挿絵を活用する。 

 

イ 自分の考えを表現する学習活動の工夫 

児童が心に残ったお話の場面に対する自分の考えを進んで表現できるように、以下の手 

だてを工夫する。 

・ 「しょうかいカード」での表現 

児童に活動のイメージをもたせるために、教師が用意した「しょうかいカード」のモデ

ルを提示する。その際、単元の最初に提示するのではなく、児童が課題や単元の見通しを

もったタイミングで提示する。児童が読み取ったことを表現できるように、Ａ教材（共通

教材）とＢ教材（児童が自分で選んだ本）で共通のワークシートを使用する。児童がまと

めた「しょうかいカード」を教室に展示して全体に紹介し、更に日常の読書につなげるこ

とができるようにする。 

・ 付箋の活用 

 自分の考えを表現するために、教科書では根拠となる叙述にサイドラインを引かせ、自

分が選んだ本には付箋を貼る。 

・ 交流の場の設定（「いただきます交流」） 

読むことや自分の表現の参考にするために、交流を取り入れる。これを「いただきます

交流」とし、友達の考えのよさに気付くことができるようにする。解釈のための交流は話

しやすいようにペアで行い、しょうかいカードの交流は２～３人のグループで行う。 

・ 文型の提示 

教師のモデルや児童の優れた文章を意図的に紹介し、「しょうかいカード」の書き方の要
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素を見付けることができるようにする。手だてが必要な児童には文型を提示して、どの児

童も自分の考えが表現できるようにする。 

 

（３）評価の工夫 

 ア 具体的な評価規準の設定 

文章を解釈して読み、表現することに関して、６年間の系統性を踏まえて児童に身に付

けさせたい力を明らかにする。それを基に、本単元で身に付けさせたい力を具体化した評

価規準を作成し、学習状況を確かめていく。その際、発表、学習中の様子、「しょうかいカ

ード」、振り返りカードに書かれた内容など、様々な視点から児童の変容を教師が把握して

いく。 

 

イ 指導と評価の一体化 

毎時間の学習状況を把握し、具体的な支援について記した座席表型評価簿を用意して、

１単位時間の中で行う評価と支援の手だてとする。課題の見られる児童には、つまずきに

応じた支援をあらかじめ用意して、身に付けさせたい力を確実に定着させる。 

児童の振り返りカードには、本時の読みのめあてに沿った感想を書かせる。教師が肯定

的な評価コメントを書いたり全体の場で児童に紹介したりすることで、毎時間の意欲につ

なげられるようにする。 

 

６ 学習指導計画（10 時間扱い） 

※Ａ教材（教科書教材）とＢ教材（児童が自分で選んだ読み物）を扱う。太線内はＢ教材での学習。 

次 時 学習活動 手だて 
評価規準 

（評価方法） 

一 １ 

 

 

 

○ブックトークを聞いたり、

教師作成のカードを見たり

して、学習の見通しをもつ。

○世界の民話や動物が出てくる

お話などの本を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

○「スーホの白い馬」を読み、

初発の感想を書く。 

○複合語について知る。 

○「心に残った言葉や文」「疑問」

「共感した出来事」の三つの観

点で初発の感想を書かせる。 

[言イ（ウ）]複合語

について理解して

いる。（ノート） 

３ 

 

 

○感想を基に交流し、読みの

課題を設定する。 

○世界の民話や動物が出てく

るお話を読み、紹介する本

を決める。 

○教師が作成した「しょうかいカ

ード」を提示して、学習の見通

しをもたせる。 

[関 ]書かれた文章

を、興味をもって読

も うと して いる 。

（ワークシート） 

心にのこったお話をしょうかいしよう！ 
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二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な登場人物の性格や行動

が分かる言葉や文を見付

け、記号を付ける。 

○人物の性格とその理由につ

いてペアで交流する。 

○全体で登場人物について確

認する。 

○登場人物紹介を書く。 

○自分が選んだ本を読み、登

場人物の性格について「し

ょうかいカード」に書く。

○人物名を記号化することで、捉

えやすくする。 

 スーホ  → ○ス  

 白馬   → ○白  

 とのさま → ○と  

○根拠となる叙述に着目させる

ために交流することを伝える。

○教材文の学習時に使用したも

のと同じ形式の学習カードを

用意し、登場人物の性格や行動

が分かるところに青い付箋を

貼らせる。 

 

[読ウ ]登場人物を

捉え、性格や行動を

読み取っている。

（ワークシート） 

 

 

５ ○挿絵や叙述を基に、人物の

行動からお話の大体を読み

取る。 

○お話の大体を１～２文で

まとめる。 

 

 

○自分が選んだ本を読み、お

話の大体を「しょうかいカ

ード」に書く。 

○挿絵や叙述を基に、人物がした

ことや出来事を中心に読ませ

る。 

○文末を「～というお話」で、ま

とめさせる。 

○書く内容を示す。 

・「誰が」「何をきっかけに」 

・「どうなった」「どんな話」等 

○教材文で学習したことを基に、

学習カードにまとめさせる。 

 

[読ウ ]挿絵や叙述

を基に、物語の大体

を読んでいる。 

（ワークシート） 

 

６ ○教材文を読み、心に残った

言葉や文に赤でサイドライ

ンを引く。 

○自分がサイドラインを引い

たところと感じたことにつ

いて、ペアで交流する。 

○一番心に残っている文を選

び、教科書と全文掲示に印

を付ける。 

○自分が選んだ本を読み、心

に残った文を「しょうかい

カード」に書く。 

○自分の感じたことを明確にす

るために、サイドラインを引く

ように促す。 

○友達の考えを知り、自分の考え

を明確にするために交流する

ことを伝える。 

○交流を通して、一番心に残った

文を決め、印を付けさせる。 

○教材文の学習時に使用したも

のと同じ形式の学習カードを

用意し、自分の選んだ文に付箋

を貼らせる。 

 

[読エ ]一番心に残

った言葉や文を紹

介カードに書き抜

いている。（ワーク

シート） 
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７ ○登場人物の気持ちを想像し

て、吹き出しを書く。 

 

○同じ場面を選んだ友達と交

流し合う。 

○吹き出しを増やしたり、書

き加えたりする。 

 

○自分が選んだ本を読み、「し

ょうかいカード」に吹き出

しを書く。 

○登場人物の気持ちを想像しや

すくするために、吹き出しを書

かせる。 

○叙述に基付いて気持ちを吹き

出しに書くように声を掛ける。

○自分の考えに自信をもったり、

友達の意見を取り入れたりす

ることができるように、交流を

させる。 

○書き方が分からない児童は、交

流をするよう声を掛ける。 

 

[読オ ]読んだこと

を基に、登場人物の

気持ちを想像して

吹き出しを書いて

いる。 

（ワークシート） 

８ 

 

 

 

 

 

○自分が選んだ場面につい

て、理由を入れてまとめる。

 

 

○友達と交流する。 

○理由の書き方を提示する。 

 ・～から、～ので（語尾） 

○文章の内容と自分の経験とを

結び付けて、自分の思いや考え

をまとめさせる。 

○書いた内容が伝わるかどうか、

ペアで読み合わせる。 

 

[読オ]物語を読ん

で自分が選んだ場

面について、思いや

考えをまとめてい

る。（ワークシート）

９ ○自分が選んだ場面につい

て、理由を入れて「しょう

かいカード」にまとめる。 

○友達と交流する。 

 

 

 

○文章の内容と自分の経験とを

結び付けて、自分の思いや考え

をまとめさせる。 

○交流をさせる。 

○叙述を基に考えさせる。 

○教材文で学習したことを生

かして、学習シートに自分の

思いをまとめるように声を

掛ける。 

 

[読オ]物語を読ん

で自分が選んだ場

面について、思いや

考えをまとめてい

る。（ワークシート）

三 10 ○クラスの友達に、心に残っ

たお話を紹介し、感想を交

流する。 

○紹介する相手と本を読みたい

気持ちを共有できるように、ペ

アで話す場を設定する。 

[関]想像を広げて

読むことの楽しさ

に気付き、物語を読

もうとする。 

（ワークシート） 
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中学年分科会（第４学年）の検証授業 

１ 単元名  登場人物の気持ちの変化を「お話タワー」で表現しよう 

教材名 「ごんぎつね」 新美 南吉 （第４学年） 

 

２ 単元の目標 

○場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、 

叙述を基に想像して読むことができる。 

 ◎物語を読んで登場人物に対する自分の思いや考えをまとめて交流し、友達との感じ方の違

いに気付くことができる。 

 

３ 単元の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 
読む能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

・叙述に着目して読

み、感じたことや考

えたことを進んで

話し合おうとして

いる。 

・会話や心情表現、行動に着目し、人物の

気持ちを考えている。（ウ） 

・物語を読んで考えたことを交流し、一人

一人の感じ方について違いがあることに

気付いている。(オ) 

・言葉には考えたこと

や思ったことを表す

働きがあることに気

付いている。  

〔イ（ア）〕 

 

４ 教材の特性 

「ごんぎつね」は、「１」から「６」の場面で構成されている。「１」から「５」までは主

人公「ごん」の視点で書かれており、「ごん」の心情やその変化が捉えやすく、場面の展開に

沿って人物の性格や心情の変化を想像しながら読む力を育てるのにふさわしい教材である。

「６」においては、視点が「ごん」から「兵十」に転換しているために、「ごん」の思いは描

かれていない。そこで、対人物である「兵十」の心情の移り変わりから「ごん」の気持ちを

考えさせることができる。「兵十」の「ごん、お前だったのか、いつもくりをくれたのは。」

という言葉に対して、「ごん」の「ぐったりと目をつぶったまま、うなずきました。」という

行動が描かれている。児童にその描写に込められた「ごん」の心情を考えさせることで、自

分の思考や感情、経験を重ね合わせ、物語全体の「ごん」の気持ちの変化から導き出された

多様な読みが生まれると考える。 

また、情景を表す語句にも着目させることにより、叙述を基に想像豊かに味わわせること

もできる教材である。 

 

５ 研究主題に迫るための手だて 

（１）課題解決的な活動の工夫 

 ア 課題解決的な活動の設定 

課題解決的な活動として、「登場人物の気持ちの変化を『お話タワー』で表現しよう」を

位置付けた。中心人物の行動や会話から、登場人物の性格や気持ちの変化を読み取り、そ

の中心人物に対する自分の思いや考えを「お話タワー」にまとめ、友達と伝え合う活動で
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ある。四角柱の「お話タワ

変化」を表現した後、物語

中心人物の気持ちの変化に

た後の気持ち」を表現する

このような活動を設定す

とめて伝えるという課題を

むという読みの視点を明確

 

【「お話タワー」の例（一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 指導過程の工夫 

第一次では、学習課題を

について、物語全体を捉え

流する中で、ごんの気持ち

を読み深めていこうとする

し、学習への興味関心と学

する。さらに、Ａ教材（教

み物）の読みに活用すると

第二次では、登場人物の

読ませる。「ごんがかわい

したのか。」「ごんが撃たれ

させる。また、交流の場を

話タワー」にまとめたこと

自分の思いや考えをまとめ

 

中心人物の気持ちに変化が起
かけを、短い言葉でまとめる

14 

ワー」の側面に「題名、作者名、中心人物の性

語全体を通しての「中心人物に対する自分の考

については、「変化する前の気持ち」、「変化の

る。 

することで、物語全体を通して中心人物に対す

をもち、中心人物の気持ちの変化やそのきっか

確にして主体的に学習ができると考える。 

一部抜粋）】 

をつかませる。登場人物の性格や気持ちの変化

えることができる全文の掲示に付箋を貼り、考

ちの変化を読み取るという課題意識を明確にさ

る意欲をもたせる。また、教師が作成した「お

学習の見通しをもたせ、児童が主体的に学習に

教科書教材）で習得したことを、Ｂ教材（児童

という学習計画を確認する。 

の行動、心内語、情景等の叙述を基に、ごんの

いそうだ。」、「どうしてごんは、兵十に気付かれ

れたことで変わったことは何か。」など、読者と

を生かして友達の考え方との共通点や相違点に

とを基に中心人物に対する自分の思いや考えを

められるようにする。 

起きたきっ
る。 

どんな様子のごんなのか、小
出しには、叙述を基に想像し
表現し、下段には、中心人物
を書き抜く。 

性格」と「気持ちの

考え」をまとめる。

きっかけ」、「変化し

する自分の考えをま

かけを捉えながら読

化等、心に残る叙述

考えを交流する。交

させ、「ごんぎつね」

お話タワー」を紹介

に取り組めるように

童が自分で選んだ読

の気持ちを想像して

れないように償いを

としての解釈を深め

に気付かせたり、「お

を整理したりして、

見出しをつける。ふき
た中心人物の気持ちを
の気持ちが分かる叙述
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第三次では、Ｂ教材での中心人物に対する自分の思いや考えについて、友達に伝える場

を設定する。同じ作品を読んだ友達との交流や、違う本を読んだ友達との交流を通して、

他者との感じ方の共通点や相違点に気付けるようにする。また、他の本でも中心人物の気

持ちの変化に着目して読みたいという、読書への意欲の向上につなげていく。 

 

（２）文章を解釈し、自分の考えを表現する指導の工夫 

ア 文章を解釈する学習活動の工夫 

中学年の文学的な文章の解釈に関する指導事項は、「物語の場面の移り変わりに注意しな

がら、叙述を基に登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて想像して読むこと。」

である。これを踏まえ、以下の手だてを考えた。 

・ 全文の掲示・全文を一枚に示したワークシートの活用 

文学的な文章の解釈ができるように、単元を通して中心となる登場人物の心情の変化を

読むという課題をもたせる。場面ごとの読みではなく物語全体を広く扱い、言葉と言葉、

場面と場面等を関係付けて考えられるようにする。そのために、教材文の全文を掲示し、

学習したことを書き込み、叙述を生かせるようにする。児童一人一人の手元に全文を一枚

に示したワークシートを準備し、毎時間活用していく。 

・ 付箋・サイドラインの活用 

第一次で心に残る叙述を選び、全文の掲示に付箋を貼らせる。行動、会話、情景描写な

ど色分けをして貼らせ、全員の考えを視覚的に捉えさせる。そこから、読みの課題を設定

していく。 

全文を一枚に示したワークシートに読みの課題に対する根拠となる文にサイドラインを

引かせる。ごんの気持ちが分かる叙述にサイドラインを引くことで、気持ちの変化を明確

に捉えられるようにする。 

 ・ Ｂ教材の精選 

『ごんぎつね』と似た時代背景や世界観の齊藤隆介作品と『ごんぎつね』の作者である

新美南吉作品の中から、登場人物の気持ちの変化を解釈しやすい作品として、『花さき山』、

『かみなりむすめ』、『ソメコとオニ』、『猫山』、『半日村』、『花のき村と盗人たち』、『坊さ

んの足、百姓の足』の７作品を選定した。 

 

イ 自分の考えを表現する学習活動の工夫 

登場人物の気持ちの変化と登場人物に対する自分の考えを表現できるように、以下の手だ

てを工夫した。 

・ 「お話タワー」での表現 

「お話タワー」とは、中心人物の一番大きな気持ちの変化について、複数の叙述を基に

捉えたことを視覚的に分かりやすくまとめたものである。この「お話タワー」には、中心

人物の「変化する前の気持ち」、「変化したきっかけ」、「変化した後の気持ち」について、

根拠となる叙述とその叙述を基に想像した気持ちをまとめる。それらを基に中心人物に対

する自分の考えを表現させる。 
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・ グループ交流 

「お話タワー」をまとめる過程でグループ交流をすることで、それぞれの解釈の共通点

や相違点に気付かせる。友達の解釈を知ることで自分の考えを広げたり、深めたりするこ

とができる。 

・ モデルや文型の提示 

教師の作成したモデルや児童の優れた文章を意図的に紹介し、「お話タワー」での表現の

参考にさせる。手だてが必要な児童には文型を提示して、どの児童も自分の考えが表現で

きるようにする。 

 
（３）評価の工夫 

ア 具体的な評価規準の設定 

「登場人物の気持ちの変化を『お話タワー』で表現しよう」という単元の目標に準拠し

た評価規準を設定する。それを基に、児童に身に付けさせたい力を明確にして、一時間ご

との具体的な評価規準と支援を設定する。「お話タワー」には、登場人物について叙述を基

に書いているか、登場人物の気持ちの変化やそのきっかけを正確に読んでいるか、登場人

物に対する自分の考えを書けているかなどの評価規準を設定した。 

また、座席表型評価簿を活用し、学習の様子やノート、「お話タワー」に書いた内容から

児童の学習状況を把握していく。 

 

イ 指導と評価の一体化 

  指導と具体的な評価規準に照らし合わせて児童の学習を毎時間評価し、次時の指導に生

かせるようにする。登場人物の気持ちの変化がまとめられない児童に対しては、気持ちが

分かる複数の行動描写や会話描写を再確認したり、教材文に引いたサイドラインの意味を

考えさせたりするなどの支援をする。「お話タワー」をまとめる過程の早い段階でつまずき

に応じた指導をすることができる。 

  また、「文章を解釈し、自分の考えを表現する」活動をＡ教材とＢ教材の両方で指導を行

うことで、習得したことが活用できているかをきめ細かく確認することができ、指導と評

価の一体化が図れると考える。 

   

６ 学習指導計画（８時間扱い） 

※Ａ教材（教科書教材）とＢ教材（児童が自分で選んだ読み物）を扱う。太線内はＢ教材での学習。 

次 時 学習活動 手だて 
評価規準 

（評価方法） 

一 

  

１ 

 

 

○単元の見通しをもつ。 

 

 

 

 

○教師が作成した「お話タワ

ー」で物語を紹介し、誰を

中心に紹介しているのか考

えさせる。 
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○範読を聞き、物語の設定を確

認する。 

 

 

○心に残ったところを見付けて

話し合う。 

 

 

○物語の設定（時、場所、登

場人物、年齢、家族など）

を捉えながら読むように指

示する。 

〇心に残ったところを見付

け、全文を一枚に示したワ

ークシートにサイドライン

を引かせる。 

○誰がどこの叙述に着目した

のかを視覚的に捉えさせる

ために、全文の掲示に色分

け（会話、行動、情景描写

など）した付箋を貼らせる。 

 

 

[関]ごんぎつねを

通読して学習の見

通しをもち、心に残

ったところを見付

け、理由を書いてい

る。（観察・発言・

記述内容） 

２ ○「お話タワー」にごんの人物

像をまとめる。 
 
 

○Ｂ教材のリストから１冊選ん

だ本の、登場人物の人物像を

まとめる。 

○付箋が貼られている叙述を

確認して、ごんの人物像に

ついて考えさせる。 

〇ごんの人物像をまとめる際

に着目した叙述（行動・会

話等）を例にして、Ｂ教材

でも見付けさせる。 

[読ウ ] 登場人物の

人物像について、叙

述を基にまとめて

いる。（発言・記述

内容） 

二 

 
 
 
 
 

 

３ ○ごんの気持ちの変化を考えて

話し合う。 
○「お話タワー」に「変化する

前の気持ち」「変化したきっか

け（どうして変わったのか）」

「変化した後の気持ち（どう

変わったか）」をまとめる。 

○付箋が貼られている叙述を

確認して、登場人物の気持

ちの変化を考えさせる。 
○書き進められない児童に

は、書き出しのヒントを板

書したり、教師が作成した

「お話タワー」を参考にさ

せたりする。 

[読ウ]ごんの気持ち

の変化を読み、「お

話タワー」にまとめ

ている。（発言・記

述内容） 

４ ○「お話タワー」に、「変化する

前の気持ち」「変化したきっか

け」「変化した後の気持ち」を

まとめる。 

○同じ本を選んでいる児童同

士でお互いに「お話タワー」

を見合ったり、助言したり

させる。 

[読ウ]登場人物の気

持ちの変化に触れ

ながら、自分の考え

をまとめている。

（記述内容） 
５ 
 

〇物語全体の兵十の気持ちの変

化を読み取り、話し合う。 
〇ごん対する兵十の気持ちをま

とめる。 

○場面の移り変わりや兵十の

行動や言葉に即して読ま

せ、兵十のごんに対する心

情の変化が分かる叙述にサ

イドラインを引かせる。 

[読ウ]兵十の気持ち

の変化を読み、ごん

に対する兵十の気

持ちをまとめてい

る。（発言・記述内容）

登場人物の気持ちの変化を読み、「お話タワー」で表現しよう。 
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６ ○物語全体を通したごんの気持

ちの変化から、最後の思いを

読み取り、話し合う。 
〇ごんに対する自分の考えをま

とめる。 

〇「お話タワー」を振り返ら

せ、ノートにごんの最後の

思いを書かせてから、交流

させる場を設定する。 
○「お話タワー」にまとめて

きたことや交流したことを

生かし、ごんの気持ちの変

化に触れながら、ごんに対

する自分の考えをまとめさ

せる。 
〇考えがまとまらない児童に

は、文型を提示し、自分の

考えをまとめる時の参考に

させる。 

[読オ ]交流を通し

て、ごんに対する自

分の思いや考えを

まとめている。（発

言・記述内容） 

７ 
 
 

○「お話タワー」に、気持ちが

変化した登場人物に対する自

分の考えをまとめる。 

○Ａ教材で学習したことを生

かして、登場人物の気持ち

の変化に触れながら、登場

人物に対する自分の考えを

まとめさせる。 

[読ウ]登場人物の気

持ちの変化に触れ

ながら、自分の考え

をまとめている。

（記述内容） 
三 ８ ○「お話タワー」を紹介し合う。 〇同じ本を読んだ友達と、お

互いのお話タワーを見合っ

て、作品に対する解釈を話

し合わせる。 
〇自分の思いや考えとの相違

点に注意して聞くように促

す。 
〇違う本を読んだ友達と、お

互いのお話タワーを見合っ

て、作品に対する解釈を話

し合わせる。 

[読オ]登場人物の気

持ちの変化や登場

人物に対する自分

の思いや考えを交

流し、一人一人の感

じ方について違い

があることに気付

いている。（発言・

記述内容） 

 

【Ｂ教材「お話タワー」の例（一部抜粋）】 
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高学年分科会（第６学年）の検証授業 

１ 単元名 わたしたちの生き方ブック―道標
みちしるべ

―を作ろう 
      教材名「海の命」立松 和平（第６学年） 
 

２ 単元の目標 

 ○登場人物の相互関係や心情、場面についての描写を捉え、優れた叙述に着目しながら読む 
ことができる。 

 ◎本や文章を読んで、生き方について考えたことを発表し合い、自分の考えを深めることが

できる。 
 
３ 単元の評価規準 

国語への 
関心・意欲・態度 読む能力 言語についての 

知識・理解・技能 
・叙述を基に、作品に描か

れている登場人物のつな

がりや心情、生き方に関

心をもって読もうとして

いる。 
 

・人物同士の関わりや中心人物の

生き方や考え方について捉え

ながら読んでいる。（エ） 
・人物の生き方について考えを交

流し、自分の考えを広げたり深

めたりしている。（オ） 

・優れた叙述に着目し、表現

の工夫に気付いている。 
〔イ（ケ）〕 

・物語の構成を理解している。

〔イ（キ）〕 

 
４ 教材の特性 

「海の命」は、父を失った太一が与吉じいさとの関わりや、クエに対する葛藤を通して、

父の死を乗り越え、漁師、そして人間として成長していく姿が描かれている物語であり、登

場人物の相互関係、心情や場面についての描写を捉えるのに適した教材である。このような

教材の特性を踏まえ、人物同士の関わりについて捉えたり、場面の展開に沿って読み進めた

りしていく中で、太一の生き方や考え方の変化、成長をつかむことができるようにする。ま

た、題名や作品の中にちりばめられている表現の工夫に着目させることで、作品のテーマに

ついて深く考え、「人物の生き方」に触れることができるようにしていく。 
第三次では、「海の命」同様に児童と同世代の子供が主人公となり成長していく様子が描か

れた作品を取り上げ、教材文以外に自分で選んだ本を読む活動を行う。第二次で学んだこと

を生かし、登場人物の心情を捉えることで自分の生き方について考えられるようにする。 
 

５ 研究主題に迫るための手だて 

（１）課題解決的な活動の工夫 

 ア 課題解決的な活動の設定 

課題解決的な活動として「わたしたちの生き方ブック―道標
みちしるべ

―を作ろう」を位置付けた。

「生き方ブック『道標』」とは、物語から読み取った登場人物の生き方について、自分の考

えを書き表した文章をクラス全員分まとめた文集である。この活動を通して、文章の内容

や構造を理解したり、書き手の意図を推論したりするなど、文章を解釈しながら読み進め
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ることができる。そして、登場人物の「生き方」について考えたことを文章で表現し、そ

の考えを他者と交流することで自分の考えを広げたり深めたりすることができると考えた。 
 

イ 指導過程の工夫 

第一次に、読書から学んだことや役立った経験を発表し合い、物語を読むことにどのよ

うな価値があるのかを考える時間を設定する。何のために何を学ぶのかを、単元のはじめ

に明確にすることで、児童が目的や意図をもって物語を読み解いていくことにつながると

考える。 
第二次では、教材文（Ａ教材）と児童が自分で選んだ物語（Ｂ教材）について組み合わ

せて指導を行う。それぞれの物語において、あらすじ、人物相関図、中心人物の変容に大

きな影響を与える人物、中心人物の変容の様子や理由、それらに基づく自分の考えをワー

クシートにまとめていく。その後、ワークシートに書いたことを友達と交流させることで、

登場人物の生き方についての自分の考えを広げたり深めたりしていく。 

第三次では、Ａ教材とＢ教材の登場人物が大切にしている生き方を基に、自分の生き方

に対する考えを文章に表現して「生き方ブック『道標』」を作成する。最後に交流の場を設

定して、自分が選んだ物語以外の登場人物の生き方やそれを読んだ友達の考えも知ること

で、自分の生き方についての考えを広げたり深めたりすることができると考えた。 
 

（２）文章を解釈し、自分の考えを表現する指導の工夫 

 ア 文章を解釈する学習活動の工夫 

『小学校学習指導要領解説国語編』では、文章の解釈について、「文章の内容や構造を理

解したり、その文章の特徴を把握したり、書き手の意図を推論したりしながら、読み手は

自分の目的や意図に応じて考えをまとめたり深めたりしていくことである。」と記述されて

いる。高学年の文学的な文章の解釈に関する指導事項は、「登場人物の相互関係や心情、場

面についての描写を捉え、優れた叙述について自分の考えをまとめること」である。これ

らを踏まえて以下の手だてを考えた。 

・ ワークシートの工夫 

物語の大筋を項目ごとにワークシートにまとめる。ワークシートには、「あらすじ」「中

心人物」「対人物（中心人物の変容に大きな影響を与える人物）」「変容の理由」（中心人物

の心情が変化するきっかけとなった出来事）」等の項目を設けた。 

・ 付箋の活用 

中心人物の「はじめ」と「おわり」の姿、また心情が変化した「変容の理由」を捉える

ために、これらが描かれている叙述に付箋を貼る。また、教材文については教室に全文を

掲示し、中心人物の「はじめ」「おわり」「変容の理由」について共通理解するための手だ

てとする。 

・ ワークシートの内容を確かめるための交流 

友達と交流することで、ワークシートに書いた内容の加筆、修正を行えるようにする。

友達の意見や内容を確かめることで、文章の解釈を深めるための手だてとする。 
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イ 自分の考えを表現する学習活動の工夫 

「生き方」について自分の考えを書き表す 

 ためには、第二次の学習で行うワークシート 

を用いた解釈と、第三次の考えを書き表す文 

章とを結び付けることが重要である。そこで、 

【図１】のように、二次で記入したワークシ 

ート(上段)の内容を基に、三次の「生き方ブ 

ック」(下段)を書くことができるようにする。 

・ 人物相関図の工夫 

第二次で行った解釈を表現につなげるた 

  めに、人物相関図の中に自分を入れること 

とした。人物相関図を見渡して自分が影響 

を受けた人物を選び、線で結んで対象を明 

確にすることが、自分の考えを整理し、考 

えを表す文章につながると考えた。【図２】 

・ 解釈と表現の結び付きを示すモデルの提示 

ワークシートの項目(解釈してきたこと) 

  を「生き方ブック」にどのように生かすの 

か、モデルを示すことで児童が見通しをも 

てるようにする。 

・ 表現語彙の提示 

自分の考えを豊かに表現させるための工 

夫として「表現語彙」を提示する。「誠実」 

「信念」「決断」等、「成長や生き方にかか 

わる表現」を示すことで自分の考えが書き 

やすくなると考えた。 

・ 交流の場の設定 

他者と自分の考えを表した文章を読み合 

い、交流することで、友達の見方や考え方 

から自分の考えを広げたり、深めたりする 

ことができるようにする。 

 

（３）評価の工夫 

ア 具体的な評価規準の設定 

本単元で身に付けさせたい力を明確にし、一時間ごとの具体的な評価規準を設定する。

評価の際には発表、学習中の様子、ワークシートに書かれた内容など多面的な視点から児

童の変容を教師が把握できるようにする。 

 

【図１】ワークシートの活用の例 

【図２】人物相関図の例 

自分が影響を受けた人物を明確にし

て、自分の「生き方」に対する考えを

整理し、考えを表す際の資料とする。

変容の理由となる
出来事 
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イ 指導と評価の一体化 

毎時間の活動や学習のめあてを明確にした学習計画表を教室に掲示し、児童がめあてを十

分に理解し、見通しをもって学習できるようにする。また、座席表型評価簿を活用し、毎時

間の学習の様子を教師が把握し、一時間ごとの記録から次時の指導の重点を明確にし、指導

に生かすようにする。 

 
６ 学習指導計画（８時間扱い） 

※Ａ教材（教科書教材）とＢ教材（児童が自分で選んだ読み物）を扱う。太線内はＢ教材での学習。

次 時 学習活動 手だて 評価規準(評価方法) 

  〇読書から学んだことや

役立った経験などを発

表し合い、物語を読むこ

とにどのような価値が

あるのかを考える。 

 

 

 

 

〇「生き方ブック『道標』」

をつくることを知り、友

達に本と登場人物の生

き方を紹介するために

必要な要素を考え、学習

計画を立てる(あらすじ

・登場人物・考え方の変

容など)。 

〇登場人物の考え方の変

容を意識して「海の命」

を読む。 

〇黒板上で意見を分類

整理する。特に物語を

読む価値が明確にな

るようにする。 

 

 

 

 

 

〇要素を考えた上で児

童の意見を受け、学習

計画を立てる。 

 

 

 

 

〇物語の多くは中心人

物の考え方が大きく

変容する部分がある

ことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[関]物語を読む価値

や「生き方ブック」に

興味をもち、進んで学

習計画を立てようと

している。(観察) 

＊Ｂ教材にリストアップした本の中から本を選び、読書を進める。 

＊中心人物の「はじめ」「終わり」の姿、変容する場面に付箋を貼る。 

(教師側で付箋の確認) 

  〇あらすじに入れる必要

のある要素を確認する。

〇中心人物のはじめと終

わりの様子について確

認する。 

〇「海の命」のあらすじを

書く。 

〇Ｂ教材についてグルー

プで中心人物のはじめ

と終わりの様子を確認

する。 

〇Ｂ教材の本について、あ

らすじをワークシート

に書く。 

〇別の作品で書かれた

あらすじのモデルを

示す。 

〇中心人物のはじめと終

わりの姿に注目させ

る。 

 

〇同じＢ教材を選択し

たグループを設定し、

確認できるようにす

る。 

〇「海の命」で作成した

あらすじを参考にさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

[読エ]あらすじを書

き、中心人物のはじ

め、終わりの姿を捉え

ている。 

(ワークシート) 

[言イ(キ)]物語の構

成を理解している。

(ワークシート) 

物語から登場人物の生き方を読み取り、自分の考えとあわせて紹介しよう

～わたしたちの生き方ブック―道標
みちしるべ

―を作ろう～ 
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 〇「海の命」の登場人物を

確認する。 

 

〇「海の命」について太一

と太一を取り巻く人々

の相関図を書く。 

〇他作品で作成した相

関図のモデルを示す

と共に、相互関係を的

確に捉えられた児童

の作品を部分的に紹

介する。 

[読エ] 叙述を基に登

場人物の相互関係を

捉え、相関図を書いて

いる。(ワークシート) 

 〇Ｂ教材の本について、登

場人物を確認する。 

 

〇Ｂ教材の本について、中

心人物を取り巻く人々

の相関図を書く。 

〇同じＢ教材を選んだ

児童でグループを作

り、確認する。 

〇「海の命」で作成した

あらすじと、他作品の

モデルを参考にさせ

る。 

[読エ]叙述を基に人

物の相互関係を捉え、

相関図を書いている。

(ワークシート) 

 〇太一の考え方が変容し

た理由について、叙述を

基に自分の考えをもつ。

〇前時までに作成した

相関図やあらすじ、付

箋を参考にするよう

指示する。 

[読エ]登場人物の相

互関係や心情につい

ての描写から、太一の

変容の理由を書いて

いる。(ワークシート)

[言イ（ケ）]優れた叙

述に着目し、表現の工

夫に気付いている。 

(ワークシート) 

 〇太一の生き方について

話し合い、自分の考えを

書く。 

〇相関図の太一から自

分に向かって矢印を

引き、太一の生き方か

ら学んだことを書か

せる。 

〇必要に応じて表現語

彙を活用するように

指導する。 

[読エ]登場人物の相互

関係や心情、場面につ

いての描写を捉え、

太一の生き方につい

て自分の考えをまと

めている。(ワークシー

ト) 

  〇Ｂ教材について、人物の

変容の理由や生き方を

まとめる。 

○同じＢ教材を選んだ

児童のグループで、付

箋の箇所を交流させ

る。 

○交流したことを基に

変容の理由をまとめ

させる。 

[読エ]登場人物の相互

関係や心情、場面につ

いての描写を捉え、

登場人物の生き方を

まとめている。(ワーク

シート) 

 〇ＡＢ両教材の中で自分

が心惹かれた登場人物

の生き方について自分

の考えをまとめる。 

○解釈と表現の結びつ

きを示すモデルを参

考にして、考えをまと

められるようにする。

[読エ]前時までに読

み取ったことを基に、

登場人物の生き方に

ついて自分の考えを

まとめている。 

（「生き方ブック」） 

 〇生き方について書いた

文章を読み合い、交流す

る。 

〇グループで交流し、友

達の見方や考え方か

ら考えが深まるよう

にする。 

[読オ]登場人物の生

き方について他者の

考えを知り、自分の考

えを広げたり深めた

りしている。 

（「生き方ブック」） 

− 23 −



24 
 

Ⅵ 研究の成果と課題 
【全体の成果と課題】 

〔成 果〕 

○ 文学的な文章を読むことの指導において、課題解決的な活動を取り入れたことで、読

む目的が明確になり、児童の主体的な学びや表現につなげることができた。 

○ 児童の発達の段階に応じて言語活動を工夫したり、全文の掲示を使って複数の叙述を

根拠に自分の考えをもつことを意識させたりしたことで、文章を的確に解釈し、課題に

対する自分の考えを明確にして表現することができた。 

○ 他者との交流を意図的に設定したことで、児童は自分の考えと他者の考えを比べたり

確かめたりし、自分の表現に生かすことができた。 

〔課 題〕 

○ 解釈したことを基に自分の考えを表現しやすくするために、発達の段階に応じたワー

クシートを開発した。しかし、限られた時間の中でＡ教材とＢ教材の両方についてワー

クシートに取り組ませることが困難であった。ワークシートの内容について、指導の重

点化を図るとともに、Ｂ教材を更に精選する必要があった。 

 

【各分科会の成果】 

〔低学年〕 

○ 文章を解釈するために、「挿絵の活用」、「自分の考えの根拠となる叙述にサイドライン

を引くこと」、「登場人物の気持ちを吹き出しに書くこと」、「毎時間の音読」などをさせ

ることで、児童が文章と自分の経験とを結び付けて読むことができた。 
○ 解釈したことを基に表現するために、課題解決的な活動を「心にのこったお話をしょ

うかいしよう」とした。また、教科書教材で学習したことを自分が選んだ本を読むとき

に生かせるよう、「児童の思考に沿ったタイミングでモデルを提示すること」、「児童が表

現のよさを学び合う交流の場の設定」、「自分の考えを表現するための文型の提示」など

の手だてを行うことで、児童が主体的に自分の思いや考えを表現することができた。 
〔中学年〕 

○ 文章を解釈するために、物語を場面ごとに順を追って読んで考える学習過程ではなく、

中心人物の心情の変化に焦点を当て、物語全体を通して複数の叙述を根拠に読む学習過

程とした。児童は、場面の移り変わりを捉えながら登場人物の行動描写、会話（心内語）

描写などの叙述に着目して、登場人物の心情の変化を的確に読み取ることができた。 

○ 解釈したことを表現するために、課題解決的な活動を「登場人物の気持ちの変化を『お

話タワー』で表現しよう」とした。児童は目的意識をもって、「お話タワー」に登場人物

の心情の変化とそのきっかけ、物語全体を通した登場人物の心情の変化に対する自分の

考えを表現することができた。また、「お話タワー」をまとめる過程でグループ交流を行

うことで、一人一人の感じ方や考え方の違いを捉えることができ、自分の考えを整理し

て表現に生かすことができた。 

〔高学年〕 

○ 解釈して読むために、ワークシートを活用して「あらすじ、中心人物、相関図、変化

の理由」などを項目ごとにまとめたことで、物語の大筋を捉え、自分の考えを意見文に

つなげることができた。活動の見通しをもたせるために、ワークシートのモデルを提示

して活動のゴールを示したことも、課題解決的な学習過程を進める上で有効であった。 

○ 解釈したことを表現するために、課題解決的な活動を「わたしたちの生き方ブック―

道標
みちしるべ

―を作ろう」とした。Ａ教材の学習で習得した力をＢ教材でも活用したことで、登

場人物の生き方について読んだことを根拠として自分の考えを書くことができた。また、

交流活動を行ったことで、他者の考えに触れ、生き方についての考えを広げたり深めた

りすることができた。 
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